
■
別
院
に
て
帰
敬
式
■

山
口
別
院
が
現
在
の
小
郡
の
地
に
移
転
し
て
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
度
の

平
成
二
十
八
年
度
前
半
の
光
山
寺
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

別
院
永
代
経
法
要
に
あ
わ
せ
て
の
三
十
周
年
記
念
法
要
で
は
帰
敬
式
が
執
り
行
わ

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

れ
ま
す
。帰
敬
式
は
、阿
弥
陀
さ
ま
・
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
前
で
浄
土
真
宗
の
門
徒
と

★
光
山
寺
法
要

し
て
の
自
覚
を
あ
ら
た
に
し
、今
後
力
強
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
う
生
涯
た
だ
一
度

五
月
一
・
二
日
（
日
・
月
曜
）
春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
岡

智
徳
師
）

の
大
切
な
儀
式
で
、「
お
か
み
そ
り
」と
も
い
い
ま
す
。式
は
原
則
と
し
て
ご
本
山
で
ご
門

九
月
二
六
・
二
七
日
（
月
・
火
曜
）
秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
名
古
屋
宗
味
師
）

ご
門
徒
の
皆
様
に
は
既
に
ご
案
内
の
通
り
、
「
第
二
十
五
代
専

主
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、三
帰
依
文
を
唱
え
て
、お
か
み
そ
り
を
受
け
、
法
名
を
い
た

★
山
口
教
区
・
萩
組

如
門
主
伝
灯
奉
告
法
要
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
だ
き
ま
す
。
受
式
者
全
員
、椅
子
で
帰
敬
式
を
受
式
で
き
る
の
で
、こ
の
ご
縁
に
是
非

五
月
十
六
日
（
月
曜
）

萩
組
初
参
式
（
萩
幼
稚
園
）

宗
八
百
年
慶
讃
法
要
・
記
念
行
事
」の
ご
懇
志
依
頼
が
始
ま
り
ま
し

受
式
く
だ
さ
い
。日
時
は
六
月
七
日
（
火
曜
日
）午
後
一
時
よ
り
受
付
。
午
後
二
時

五
月
二
一
日
（
土
曜
）

萩
組
総
代
会
総
会
・
研
修
会
（
真
覚
寺
）

た
。

執
行
。
冥
加
金
は
成
人
一
万
円
・
未
成
年
五
千
円
を
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。
申
込

六
月
一
〇
日
（
金
曜
）

山
口
別
院
、
永
代
経
法
要
（
萩
組
参
拝
日
）

平
成
二
十
六
年
六
月
に
、
本
願
寺
の
第
二
十
五
代
の
宗
主
・
専
み
方
法
は
、お
寺
ま
で
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
を
必
ず
五
月
七
日
ま
で
に
お
知
ら
せ

六
月

日
（
金
曜
）

萩
組
仏
教
壮
年
会
総
会
・
研
修
会
（
萬
福
寺
）

如
門
主
が
法
統
を
継
承
さ
れ
（
一
般
寺
院
で
い
う
住
職
継
職
）
、
く
だ
さ
い
。ま
た
、こ
の
度
の
帰
敬
式
で
は
法
名
の
内
願
（
本
人
が
ご
希
望
の
法
名
を
付

六
月
十
二
日
（
日
曜
）

萩
組
仏
教
婦
人
会
大
会
（
萩
幼
稚
園
）

昨
年
一
月
の
ご
本
山
の
御
正
忌
報
恩
講
に
お
い
て
は
、
伝
灯
奉
告

け
る
事
）が
日
程
の
関
係
で
締
め
切
ら
れ
て
お
り
ま
す
。ご
本
山
で
の
帰
教
式
は
従
来

七
月
二
三
・
二
四
日
（
土
・
日
曜
）
萩
組
子
供
一
泊
合
宿
（
萩
幼
稚
園
）

法
要
に
つ
い
て
「
こ
の
た
び
の
ご
法
要
が
、
親
鸞
聖
人
に
よ
っ
て

ど
う
り
に
毎
日
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
本
年
は
、
十
月
か
ら
の
伝
灯
報
告
法
要
が

七
月
三
一
日
（
日
曜
）

萩
組
聞
信
徒
の
集
い
（
萩
幼
稚
園
）

明
ら
か
に
さ
れ
た
阿
弥
陀
如
来
の
救
い
の
は
た
ら
き
に
依
り
な
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

★
子
供
会
（
土
曜
学
校
）

午
前
九
時
（
本
堂
）

ら
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
宗
門
の
新
た
な
第
一
歩
と
し
て
意

■
熊
本
地
震
の
復
興
支
援
募
金
の
お
知
ら
せ
■

五
月
二
一
日
（
土
曜
）
・
六
月
一
八
日
（
土
曜
）・
七
月
一
六
日
（
土
曜
）

義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
宗
門
で
は
、
親
鸞
聖

こ
の
度
の
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に

八
月

六
日
（
土
曜
）

※
原
則
第
三
土
曜
家
族
の
日
に
開
催
。

人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
に
向
け
て
新
た
な
長

衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。二
〇
一
六(

平

★
仏
教
青
年
会

子
供
会
と
合
同
開
催
（
庫
裏
）

期
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力
と
ご
参
画

成
二
八)

年
四
月
十
四
日
に
熊
本
県
益
城
町
を
震

★
仏
教
壮
年
会

を
心
か
ら
念
願
い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
宗
門
総
合
振
興
計

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
地
震
が
発
生
、ま

六
月
一
二
日
（
日
曜
）
午
後
七
時

仏
教
壮
年
会
総
会
（
本
堂
）

画
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

た
、
十
六
日
に
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
マ

★
仏
教
婦
人
会

私
た
ち
は
後
の
世
代
に
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
伝
え
て
い
か

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の
地
震
が

発
生
し
、熊
本
県
を
中
心
に
九
州
各
地
方
に
お

五
月
十
五
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
念
仏
の
道
場
で
あ
る
本
願
寺
を
い
て
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。宗
派
に
お
い
て
は
、一
日
も
早
い
復
興

五
月
二
九
日
（
日
曜
）
午
後
一
時
半

仏
教
婦
人
会
総
会

確
か
に
相
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
度
の
伝
灯

を
願
い
、
緊
急
に「
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
」に
お
い
て
災
害
義
援
金
を
募
る
こ
と

六
月
二
三
日
（
木
曜
）
午
前
八
時
半

清
掃
・
莊
厳
・
リ
ハ
ー
サ
ル

奉
告
法
要
並
び
に
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八

と
し
、
標
記
義
援
金
の
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。つ
き
ま
し
て
は
、
募
金
に
ご

六
月
二
五
・
二
六
日
（
土
・
日
曜
）
光
山
寺
婦
人
会
法
座
（
秋
里
大
勝
師
）

百
年
慶
讃
法
要
・
記
念
行
事
を
推
進
す
る
た
め
に
、
ご
懇
志
依
頼

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、左
記
の
通
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

★
総
代
会

五
月
一
五
日
（
日
曜
）
午
後
四
時
（
本
堂
）

総
会

が
ご
門
徒
各
位
に
ご
本
山
よ
り
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し

受
付
口
座
番
号

郵
便
振
替

0
1
0
0
0
-4
-6
9
9
5
7

★
護
持
会

五
月
一
五
日
（
日
曜
）
午
後
二
時
（
本
堂
）

て
は
、
光
山
寺
の
全
ご
門
徒
の
皆
様
や
、
広
く
有
縁
の
方
々
に
ご

加
入
者
名
：
た
す
け
あ
い
募
金

★
お
経
の
練
習
会
（
旧
、
礼
讃
の
夕
べ
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
出
費
多

※
通
信
欄
に「
熊
本
地
震
」と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

五
月
十
四
日
（
土
曜
）
・
六
月
十
一
日
（
土
曜
）・
七
月
九
日
（
土
曜
）

端
の
折
柄
、
ま
こ
と
に
ご
迷
惑
と
は
存

受
付
期
間

二
〇
一
六(

平
成
二
八)

年
四
月
十
六
日(

土)

か
ら
当
分
の
間

八
月

六
日
（
土
曜
）
・
九
月
十
七
日
（
土
曜
）・
十
月
八
日
（
土
曜
）

じ
ま
す
が
、
何
卒
こ
の
大
事
業
に
ご
理

問
い
合
わ
せ
先

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
伝
道
本
部

社
会
部<

災
害
対
策
担
当>

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

解
を
賜
り
、
お
一
人
で
も
多
く
の
方
々

T
E
L
0
7
5
-3
7
1
-5
1
81

F
A
X
0
7
5
-3
6
5
-6
1
99

六
月
二
十
日
（
月
曜
）
・
八
月
八
日
（
月
曜
）

に
ご
懇
志
を
い
た
だ
き
た
く
重
ね
て
お

※
光
山
寺
本
堂
焼
香
台
横
に
も
仏
教
婦
人
会
に
よ
っ
て
募
金
箱
を
設
置
い
た
し

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裏
）
五
月
二
二
日
（
日
曜
）

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌

ま
し
た
。み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分
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■
除
夜
会
で
富
く
じ
抽
選
会
を
盛
大
に
開
催
■

ま
た
、あ
る
夏
の
日
の
こ
と
で
す
。
田
の
草
取
り
に
田
圃
に
行
っ
て
い
た
庄
松

大
晦
日
恒
例
の
除
夜
会
で
は
、昨
年
末
も
富
く
じ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ん
、昼
休
み
に
我
が
家
に
戻
る
な
り
、お
仏
壇
か
ら
ご
本
尊
様
を
は
ず
し
て

●
お
経
の
練
習
会
（
旧
、礼
讃
の
夕
）五
月
十
四
日（
土
曜
日
）午
後
八
時
よ
り
今
年
も
！

例
年
、除
夜
会
は
大
晦
日
午
後
十
一
時
半
す
ぎ
よ
り
開
催
さ
れ
る
が
、平
成

き
て
、真
新
し
い
青
竹
の
先
に
ゆ
わ
え
つ
け
、
涼
し
い
風
の
そ
よ
ぐ
軒
下
に
持
ち

「
正
信
念
仏
偈
」の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
お
経
の
練
習
会
も
今
年
で
二
十
六
年
目
と
な
り

二
六
年
よ
り
鐘
を
つ
か
れ
る
方
全
員
に
富
く
じ
抽
選
券
を
配
布
し
、除
夜
会

出
し
、お
念
仏
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。そ
れ
を
見
た
お
同
行
が
、ど
う
し
た
の

ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
お
経
の
練
習
会
と
し
て
、本
年
も
五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
月
一

終
了
後
の
新
年
の
お
勤
め
の「
修
正
会
」に
引
き
続
き
、富
く
じ
抽
選
会
を
実

か
と
た
ず
ね
る
と
、「
や
れ
や
れ
、親
様
も
涼
し
か
ろ
う
」と
い
っ
た
そ
う
で
す
。汗

度
の
練
習
（
原
則
第
二
土
曜
日
の
午
後
八
時
）で
、お
経
本（
聖
典
）を
中
心
に
日
常
の
基
本
的

施
し
て
い
ま
す
。昨
年
も
九
十
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、富
く
じ
景
品
を

だ
く
に
な
っ
て
田
圃
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
阿
弥
陀
さ
ま
に「
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し

勤

行
の
一
通
り
を
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。お
経
本
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
光
山
寺
に
て
用

得
た
人
も
二
十
人
と
、
盛
況
に
て
終
了
し
ま
し
た
。
景
品
出
品
経
費
に
際
し

た
」と
ご
あ
い
さ
つ
し
た
が
、お
仏
壇
の
な
か
が
、い
か
に
も
暑
苦
し
そ
う
だ
っ
た
。

ご
ん
ぎ
よ
う

意
し
ま
す
の
で
参
加
当
日
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
最
近
は
新
し
い
参
加
の
方
も
増
え
つ
つ
あ
り

て
は
総
代
会
と
仏
教
青
年
会
よ
り
、ま
た
福
引
き
抽
選
会
で
は
仏
教
壮
年
会

そ
こ
で
ご
本
尊
様
に
も
、
涼
し
い
風
に
あ
た
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
の
で
し
ょ

ま
す
。特
に
壮
年
の
方
、は
じ
め
て
参
加
の
方
は
大
歓
迎
で
す
。（
お
申
し
込
み
は
不
要・無
料
で
す
）

員
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

う
。思
い
つ
け
ば
実
行
す
る
の
が
、庄
松
さ
ん
の
性
分
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。

●
光
山
寺
初
参
式

五
月
十
五
日
（
日
曜
）午
前
九
時
半

■
念
仏
者
列
伝
「
讃
岐
の
庄
松
」
■

（
つ
づ
く
）

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を
実
施
し
て

庄
松
（
し
ょ
う
ま
、
寛
政
十
一
年（
一
七
九
九
年
）-

明
治
四
年
（
一
八

■
仏
教
豆
辞
典
■

（『
仏
教
用
語
豆
辞
典
一
〇
〇
』本
願
寺
出
版
社
よ
り
）

い
ま
す
。
今
年
も
五
月
十
五
日
光
山
寺
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
生
後
三
年
く
ら
い
ま
で
の

七
一
年
）は
、鈴
木
大
拙
に
よ
っ
て
世
に
紹
介
さ
れ
、「
浄
土
系
信
者
の
中
で

「
三
昧
」
「
読
書
三
昧
」や
「
ゴ
ル
フ
三
昧
」
な
ど
と
、
日
常
使
わ
れ
て
い
る

お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
仏
の
子
と
し
て
育
つ
た
め
仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う
合
同
の

特
に
信
仰
に
厚
く
徳
行
に
富
ん
で
い
る
」（『
日
本
的
霊
性
』）と
、
庄
松
の
言

よ
う
に
、
一
つ
の
事
に
熱
中
し
て
他
の
事
に
心
が
向
か
な
い
こ
と
を
「×

×

三

初
参
式
で
す
。
昨
今
子
供
の
減
少
が
激
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、ど
う
か
ご
親
戚
等
に
対
象
と
な
る

行
を
評
価
し
、
以
後
、
現
代
に
至
る
ま
で
浄
土
真
宗
の
門
徒
を
中
心
に
広

昧
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。こ
の
三
昧
は
、イ
ン
ド
の
語
「
サ
マ
ー
デ
ィ
」
を
音
訳
し
た

お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
申
し
込
み
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

尚
、お
子
さ
ん

く
知
ら
れ
て
い
る
。

語
で
、
精
神
を
一
つ
の
事
に
集
中
し
て
乱
さ
な
い
こ
と
を
い
い
、仏
道
修
行
上
、

の
お
名
前
・
生
年
月
日
等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当
日
参

庄
松
は
、
讃
岐
国
大
内
郡
土
居
村
（
現

香
川
県
東
か
が
わ
市
土
居
）
大
切
な
仏
教
語
な
の
で
す
。

加
で
き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自
宅
で
の
初
参
式
も
受
け
付
け

に
、
谷
口
清
七
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
小
作
農
の
家
で
あ
っ
た
の
で
貧
し

親
鸞
聖
人
は
、
比
叡
山
で
修
行
し
て
お
ら
れ
た
頃
、常
行
道
で
常
行
三
昧

て
い
ま
す
。ま
た
、
萩
組
の
初
参
式
は
五
月
十
六
日
に
萩
幼
稚
園
に
て

く
、
縄
な
い
や
草
履
づ
く
り
な
ど
も
し
、そ
の
間
に
も
子
守
や
寺
男
と
し
て

を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
伝
教
大
師
の
説
か
れ
た
四
種
三
昧
の
一
つ

開
催
予
定
で
す
。

も
働
い
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
生
涯
独
身
を
通
し
、
僅
か
な
田
畑
を

で
、
阿
弥
陀
仏
の
ま
わ
り
を
九
十
日
間
め
ぐ
り
歩
い
て
、不
断
念
仏
を
お
さ
め

●
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会

会
員
募
集
！

耕
し
て
生
涯
を
終
え
た
。こ
の
庄
松
に
は
次
の
よ
う
な
住
職
さ
ん
と
の
逸
話

る
修
行
で
す
。

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、
同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
た「
親
鸞

が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、三
昧
は
、精
神
集
中
と
い
う
意
味
で
ひ
ん
ば
ん
に
使
わ
れ
る
言

聖
人
鑚
仰
会
」
を
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、
新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。ご
門

住
職
「
う
ち
の
御
堂
の
ご
本
尊
は
生
き
て
ご
ざ
ろ
う
か
」

葉
な
の
で
、一
般
に
も
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。し
か
し
、同
じ
三
昧
で
も
、

徒
に
限
ら
ず
、
年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
、
広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
勉
強
す
る
学
習
会

庄
松
「
生
き
て
お
ら
れ
る
と
も
、生
き
て
お
ら
れ
る
と
も
」

「
念
仏
三
昧
」
は
、あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、「
ぜ
い
た
く
三
昧
」
や
「
刃
物
三

で
す
。
年
会
費
は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。本
年
度
は
、正
信
念
仏
偈
を
正
し
く
学

住
職
「
生
き
て
あ
ら
っ
し
ゃ
る
に
し
て
は
、
物
を
い
わ
れ
ぬ
で
は
な
い
か
」

昧
」「
道
楽
三
昧
」
な
ど
は
ち
ょ
っ
と
困
り
ま
す
ね
。

ぶ
こ
と
を
中
心
に
学
習
し
て
い
ま
す
。浄
土
真
宗
聖
典
註
釈
版
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、お
持
ち

庄
松
「
ご
本
尊
様
が
も
の
を
仰
せ
ら
れ
た
ら
、お
前
ら
は
一
時
も
こ
こ
に

で
な
い
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。
尚
、
開
催
は
偶
数
月
第
三
月
曜
日
午
後
八
時
よ
り（
次
回
六

生
き
て
お
ら
れ
ぬ
ぞ
」

「
志
願
」

学
校
の
入
学
試
験
の
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
る
と
、
学
校
に
よ
っ
て

月
二
十
日
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
別
紙
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

と
、
庄
松
が
ご
本
尊
・
阿
弥
陀
仏
を
崇
敬
す
る
さ
ま
は
、ほ
ん
と
う
に
生
け

は
、志
願
者
数
・
合
格
者
数
、入
学
者
数
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
す
。志
願
は
、今

●
萩
組
門
信
徒
の
集
い（
記
念
法
座
）
今
年
は
萩
幼
稚
園
に
て
開
催

る
ブ
ッ
ダ
に
対
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。ど
こ
か
の
家
を
た
ず
ね
る
で
は
学
校
の
入
学
試
験
に
欠
か
せ
な
い
言
葉
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、も
と
は
仏
教

前
ご
門
主
さ
ま
の
萩
組
ご
巡
教
を
記
念
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
る
萩
組
聞
信
徒
の
集
い（
記

と
、ま
ず
一
番
に
ご
本
尊
さ
ま
を
礼
拝
し
、そ
れ
か
ら
家
の
人
に
挨
拶
を
す

語
な
の
で
す
。

念
法
座
）は
、本
年
度
は
萩
幼
稚
園
を
会
場
に
、七
月
三
十
一
日（
日
曜
日
）の
午
後
一
時
半
か

る
の
が
常
で
し
た
が
、
仏
前
の
お
花
が
枯
れ
て
い
た
り
、ほ
こ
り
が
積
も
っ
て

仏
教
で
は
、
文
字
通
り
志
し
て
願
う
こ
と
で
、
心
の
底
か
ら
深
く
願
う
こ
と

ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
年
は
、中
央
仏
教
学
院
の
前
学
院
長
、白
川
晴
顕
先
生
を
迎
え
て
ご
法

た
り
す
る
と「
ご
本
尊
様
が
、や
せ
て
ご
ざ
る
」と
言
っ
て
悲
し
そ
う
な
表
情

を
い
い
ま
す
。「
無
量
寿
経
」と
い
う
お
経
の
中
に「
世
自
在
王
仏
、そ
の
志
願
の

話
頂
く
予
定
で
す
。
昨
年
度
の
萩
祖
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た「
葬
送
儀
礼
の
あ
り
方
」
を
踏
ま
え

を
し
た
そ
う
で
す
。

深
広
な
る
こ
と
を
知
ら
し
め
し
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、大
事
な
願
い
の
と
き
に
用

て
、お
話
さ
れ
る
予
定
で
す
。
真
夏
の
暑
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、萩
幼
稚
園
で
は
冷
房
等
も

し
か
し
、お
掃
除
が
ゆ
き
と
ど
き
、
香
華
の
た
え
ぬ
お
仏
壇
に
お
参
り
す
い
ら
れ
て
い
る
語
な
の
で
す
。

完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
の
で
、お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く

る
と「
こ
こ
の
ご
本
尊
様
は
、よ
く
肥
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」と
大
よ
ろ
こ
び
し

で
す
か
ら
、
本
来
の
意
味
か
ら
い
う
と
、す
べ
り
止
め
の
た
め
に
志
願
す
る
の

だ
さ
い
。

た
と
い
う
の
で
す
。

は
、困
り
ま
す
ね
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第５８号） 光山寺新聞 ２０１６年（平成２８年）５月１日（日曜日）


